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横断歩道を渡りましょう！

こんなの知っTOUKEI
と う け い

統 計 の 雑 学

急がば回れ！

“目の前の近道”より“これからの人生”を！

横断歩道のある
交差点では

■“交差点付近”における横断中死者の法令違反は、“横断歩道外横断”つまり「近くに横断
歩道があるのに近道をして亡くなった人」が最多、次いで“走行車両の直前直後横断”

■ドライバーは交差点（信号・歩行者・右左折車）に意識が集中しその前後の交差点付近では
注意散漫となりがち。例えば対向車線の車両の死角から出て来た歩行者を発見できないなど。

交差点よりも

危険 なゾーン！

交差点付近 は

■道路を渡る時、最も致死率が高い場所は“交差点付近”で、何と交差点内の約４倍！

注１）2019~2023の事故データより算出
２）致死率：死者数／死傷者数
３）交差点付近：交差点から30mの範囲
４）高齢者：６５歳以上
５）幅の広い道路：車道幅員が１３ｍ以上

の道路
６）１当種別：一般原付以上（対象外当事

者除く）
７）交差点内の横断歩道以外での事故件数

を除外している

致死率 約４倍

【交差点付近】
全年齢： ８.９％（約３.６倍）
高齢者：２０.４％（約２.５倍）

幅の広い道路に限定すると･･･

高齢者：５８.３％（約５.３倍）
【単路部】

全年齢： ２.４％（１.０倍）
高齢者： ６.１％（０.８倍）

幅の広い道路に限定すると･･･
高齢者： ７.３％（０.７倍）

【交差点】
全年齢：２.５％
高齢者：８.１％

幅の広い道路に限定すると･･･
高齢者：１１.０％

この致死率を“１”として
他と比較

致死率

致死率

致死率

横断中死者の法令違反（交差点付近）

（出典）事故件数：2019～2023年の事故データより算出

対向車線側の死角から出てくる横断歩行者のイメージ

■“急がば回れ”と言います。横断歩道のある交差点では、横断歩道を渡りましょう。

●交差点付近では・・・

・ドライバーにとっては交差点に
意識が集中（前後は注意散漫と
なりがち）

●さらに「夜間」は・・・

・ヘッドライトが照らす範囲外は
極端に周辺状況が把握しにくい

●さらに「高齢者」は・・・

・視野が狭くなり周辺状況（車と
の距離や、車の速度）を読み取
る機能が低下
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